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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンテンツを再生するための実データが記録された記録媒体から、前記コンテンツを再
生する再生手段と、
　前記記録媒体のファイル構造を解析するためのファイルシステム情報を、前記記録媒体
以外の情報源から取得する取得手段と、を備え、
　前記再生手段は、前記ファイルシステム情報に基づいて、前記コンテンツを再生するこ
とを特徴とする再生装置。
【請求項３】
　前記記録媒体には、複数の前記コンテンツをそれぞれ再生するための複数の前記実デー
タが記録されており、
　前記情報源には、前記複数のコンテンツの再生にそれぞれ必要な複数の前記ファイルシ
ステム情報のうち、少なくとも１のファイルシステム情報が記録されていることを特徴と
する請求項１に記載の再生装置。
【請求項４】
　前記記録媒体に記録された前記複数のコンテンツのうち、ユーザの指示に基づいて、再
生するコンテンツを選択する選択手段と、
　選択された前記コンテンツを再生するための選択対象ファイルシステム情報が、取得さ
れた前記ファイルシステム情報に含まれているか否かを判別する判別手段と、
　前記選択対象ファイルシステム情報が含まれていないと判別された場合に、その旨をユ
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ーザに報知する報知手段と、
をさらに備えたことを特徴とする請求項３に記載の再生装置。
【請求項５】
　前記情報源には、前記ファイルシステム情報の有効期限を示す期限情報が記憶されてお
り、
　前記取得手段は、前記期限情報を、前記ファイルシステム情報と併せて取得し、
　前記期限情報に基づいて、取得された前記ファイルシステム情報が前記有効期限内であ
るか否かを判定する期限判定手段を、さらに備え、
　前記再生手段は、前記ファイルシステム情報が前記有効期限外であると判断された場合
に、前記コンテンツを再生しないことを特徴とする請求項１に記載の再生装置。
【請求項６】
　複数のコンテンツをそれぞれ再生するための複数の実データが記録された記録媒体と、
　前記複数のコンテンツの再生にそれぞれ必要な複数のファイルシステム情報のうち、少
なくとも１のファイルシステム情報が記録された、前記記録媒体以外の情報源と、
　前記情報源から前記ファイルシステム情報を取得する取得手段と、取得された前記ファ
イルシステム情報に基づいて、前記記録媒体から前記コンテンツを再生する再生手段と、
を有する再生装置と、
を備えたことを特徴とする再生システム。
【請求項７】
　前記コンテンツは、暗号化情報によって暗号化されており、
　前記情報源には、前記暗号化情報が記憶されていることを特徴とする請求項１に記載の
再生装置。
【発明の詳細な説明】
技術分野
［０００１］
　本発明は、画像、音声等のコンテンツを記録した光ディスク等の記録媒体から情報を再
生するための再生装置および再生システムに関するものである。
背景技術
［０００２］
　従来、この種の再生装置において、ＤＶＤ等の記録媒体に記録されたコンテンツの再生
を制限する技術として、ＣＳＳ（コンテント・スクランブル・システム）に代表されるよ
うに、情報を暗号化して記録することが行われている（例えば、特許文献１参照）。
特許文献１：特開平１０－６９７５５号公報
発明の開示
発明が解決しようとする課題
［０００３］
　しかしながら、従来のＣＳＳのような暗号化技術は、基本的には情報処理・演算処理の
みに依拠しているため、暗号が解かれてしまうおそれがある。すなわち、暗号化技術は、
保護すべき情報に対して、所定の鍵を用い、かつ所定のアルゴリズムに従って情報処理・
演算処理を行うものであるから、鍵とアルゴリズムが知られてしまえば、暗号を解くこと
が可能となってしまうのである。このため、暗号化技術によっては、記録媒体に記録され
たコンテンツの再生を確実に制限することができなかった。
［０００４］
　本発明は、記録媒体に記録されたコンテンツの再生を確実に制限することを可能とする
再生装置および再生システムを提供することを課題としている。
課題を解決するための手段
［０００５］
　本発明の再生装置は、コンテンツを再生するための実データが記録された記録媒体から
、コンテンツを再生する再生手段と、記録媒体のファイル構造を解析するためのファイル
システム情報を、記録媒体以外の情報源から取得する取得手段と、を備え、再生手段は、
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ファイルシステム情報に基づいて、コンテンツを再生することを特徴とする。
［０００６］
［０００７］
　この構成によれば、取得手段が情報源からファイルシステム情報を取得することで、コ
ンテンツの再生が可能となる。換言すれば、情報源にファイルシステム情報を取得可能に
記憶しておかない限り、再生手段がコンテンツを再生することができない。したがって、
情報源にファイルシステム情報を取得可能に記憶しておかないようにすることで、記録媒
体に記録されたコンテンツの再生を確実に制限することが可能となる。
　なお、情報源としては、再生装置に装填可能な光ディスク、磁気ディスクや半導体メモ
リ（メモリカード）のほか、再生装置に通信ネットワークを介して接続されたＷｅｂサー
バを例示することができる。
［０００８］
　この場合、記録媒体には、複数のコンテンツをそれぞれ再生するための複数の実データ
が記録されており、情報源には、複数のコンテンツの再生にそれぞれ必要な複数のファイ
ルシステム情報のうち、少なくとも１のファイルシステム情報が記憶されていることが好
ましい。
［０００９］
　この構成によれば、記録媒体に記録された複数のコンテンツのうち、対応するファイル
システム情報が情報源に取得可能に記憶されたコンテンツのみ、再生が可能となる。した
がって、情報源に、複数のファイルシステム情報のうち一部のみを取得可能に記憶してお
くことで、複数のコンテンツのうち、当該一部のコンテンツの再生を可能とすると共に、
残りのコンテンツの再生を確実に制限することができる。
［００１０］
　この場合、記録媒体に記録された複数のコンテンツのうち、ユーザの指示に基づいて、
再生するコンテンツを選択する選択手段と、選択されたコンテンツを再生するための選択
対象ファイルシステム情報が、取得されたファイルシステム情報に含まれているか否かを
判別する判別手段と、選択対象ファイルシステム情報が含まれていないと判別された場合
に、その旨をユーザに報知する報知手段と、をさらに備えたことが好ましい。
［００１１］
　この構成によれば、ユーザが再生を所望するコンテンツの再生に必要なファイルシステ
ム情報を、情報源から取得可能に記憶した状態にするための措置を行うよう、ユーザに促
すことができる。
［００１２］
　この場合、情報源には、ファイルシステム情報の有効期限を示す期限情報が記憶されて
おり、取得手段は、期限情報を、ファイルシステム情報と併せて取得し、期限情報に基づ
いて、取得されたファイルシステム情報が有効期限内であるか否かを判定する期限判定手
段を、さらに備え、再生手段は、ファイルシステム情報が有効期限外であると判断された
場合に、コンテンツを再生しないことが好ましい。
［００１３］
　この構成によれば、期限情報によりファイルシステム情報の有効期限を設定することで
、コンテンツの再生可能期限を容易に設定することができる。
［００１４］
　本発明の再生システムは、複数のコンテンツをそれぞれ再生するための複数の実データ
が記録された記録媒体と、複数のコンテンツの再生にそれぞれ必要な複数のファイルシス
テム情報のうち、少なくとも１のファイルシステム情報が記録された、記録媒体以外の情
報源と、情報源からファイルシステム情報を取得する取得手段と、取得されたファイルシ
ステム情報に基づいて、記録媒体からコンテンツを再生する再生手段と、を有する再生装
置と、を備えたことを特徴とする。
［００１５］
　この構成によれば、記録媒体に記録された複数のコンテンツのうち、対応するファイル



(4) JP 4532586 B2 2010.8.25

10

20

30

40

50

システム情報が情報源に取得可能に記憶されたコンテンツのみ、再生が可能となる。した
がって、複数のファイルシステム情報のうち一部のみを取得可能に記憶した情報源を用い
ることで、複数のコンテンツのうち、当該一部のコンテンツの再生を可能とすると共に、
残りのコンテンツの再生を確実に制限することができる。
　なお、上記の再生装置において、コンテンツは、暗号化情報によって暗号化されており
、情報源には、暗号化情報が記憶されていることが好ましい。
【図面の簡単な説明】
［００１６］
［図１］本発明の一実施形態に係る再生システムの構成を示す図である。
［図２］再生システムの第１ＤＶＤおよび第２ＤＶＤのいずれかに記録されるデータのフ
ァイル構造を示す図である。
［図３］第１ＤＶＤに記録するデータと、第２ＤＶＤに記録するデータとの組合せパター
ンを示す図である。
［図４］再生システムのブロック図である。
［図５］再生システムにおける一連の再生処理を示すフローチャートである。
符号の説明
［００１７］
　１０…再生システム　１１…第１ＤＶＤ　１２…第２ＤＶＤ　１３…ＤＶＤプレーヤー
　６１…読取部　６２…再生処理部　６４…システム制御部　６５…表示部
発明を実施するための最良の形態
【００１８】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の一実施形態について説明する。本実施形態に係
る再生システムは、ＤＶＤに記録された映像や音声等の複数のタイトル（コンテンツ）の
うち、ユーザが購入したタイトルのみを再生可能とするものである。
【００１９】
　図１に示すように、再生システム１０は、第１ＤＶＤ１１（例えばＤＶＤビデオ）と、
第２ＤＶＤ１２（例えばＤＶＤ－ＲＷ）と、第１ＤＶＤ１１および第２ＤＶＤ１２を読み
取るＤＶＤプレーヤー１３（再生装置）と、再生した映像を表示する出力モニター１４と
で構成されている。
【００２０】
　第１ＤＶＤ１１には、複数のタイトルをそれぞれ再生するための複数の実データが、Ｄ
ＶＤプレーヤー１３により読み取り可能に記録（格納）されている。すなわち、シリーズ
ものの映画の全タイトル（例えば第１話～最終第９話）をそれぞれ再生するための複数（
９タイトル分）の実データが記録されている。この第１ＤＶＤ１１が、請求の範囲におけ
る「記録媒体」に相当する。
【００２１】
　第２ＤＶＤ１２には、複数のタイトルの再生にそれぞれ必要な複数の再生制御情報のう
ち、少なくとも１の再生制御情報が、ＤＶＤプレーヤー１３により読み取り可能に記録（
格納）されている。すなわち、上記の映画の全体タイトルの再生にそれぞれ必要な複数（
９タイトル分）の再生制御情報のうち、ユーザが購入したもの（例えば、タイトル＃１お
よびタイトル＃９）に対応する再生制御情報が記録されている。この第２ＤＶＤ１２が、
請求の範囲における「情報源」に相当する。
【００２２】
　図２は、第１ＤＶＤ１１および第２ＤＶＤ１２のいずれかに記録されるデータのファイ
ル構造を示す図である。Ｒｏｏｔディレクトリ２１の下にＶＩＤＥＯ＿ＴＳディレクトリ
３１があり、さらその下に、ＶＭＧ（Video Manager）と、９個のＶＴＳ（Video Title S
et）（ＶＴＳ１～ＶＴＳ９）とが格納されている。ＶＭＧがディスク全体の管理情報であ
り、各ＶＴＳが１つのタイトルに相当している。
【００２３】
　ＶＭＧは、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯ４１、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＶＯＢ４２、およびＶ



(5) JP 4532586 B2 2010.8.25

10

20

30

40

50

ＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＢＵＰ４３という、それぞれ１つのファイル（計３つ）から成っている
。ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯ４１は、ディスク全体のコントロール情報である。ＶＩＤＥ
Ｏ＿ＴＳ．ＶＯＢ４２は、タイトル選択メニューのためのコンテンツである。ＶＩＤＥＯ
＿ＴＳ．ＢＵＰ４３は、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯ４１のバックアップファイルである。
【００２４】
　各ＶＴＳは、ＶＴＳ＿＃＃＿０．ＩＦＯ、ＶＴＳ＿＃＃＿＠．ＶＯＢ、およびＶＴＳ＿
＃＃＿０．ＢＵＰというファイルから成っている。例えば、ＶＴＳ＿０１＿０．ＩＦＯ５
１は、タイトル＃１のコントロール情報である。ＶＴＳ＿０１＿＠．ＶＯＢ５２は、タイ
トル＃１の実データである。ＶＴＳ＿０１＿０．ＢＵＰ５３は、ＶＴＳ＿０１＿０．ＩＦ
Ｏ５１のバックアップファイルである。なお、＃＃は０１～０９の整数を、＠は１～９の
整数をそれぞれとり得るが、ここでは、＃＃は０１～０９である。
【００２５】
　ここで、各タイトルを再生するために必要な実データは、ＶＴＳ＿＃＃＿＠．ＶＯＢで
あり、その実データを管理する論理情報は、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯ４１（全体タイト
ル共通）、およびＶＴＳ＿＃＃＿０．ＩＦＯである。
【００２６】
　さらに、第１ＤＶＤ１１および第２ＤＶＤ１２のいずれかには、上記のファイル構造を
解析するためのファイルシステム情報が記録されている。ＤＶＤビデオ等のディスクメデ
ィアでは、ファイルシステムは、ＩＳＯ１３３４６規格に準拠したＵＤＦ（Universal Di
sk Format）が一般的に使用されている。
【００２７】
　図３は、第１ＤＶＤ１１に記録するデータと、第２ＤＶＤ１２に記録するデータとの組
合せパターンを示す図である。同図に示すように、論理情報およびファイルシステム情報
の少なくとも一方の情報が、第２ＤＶＤ１２に記録されているようにすればよい。例えば
、パターンＣの場合、ユーザが購入したものがタイトル＃１およびタイトル＃９であれば
、第１ＤＶＤ１１には、再生用の全実データ、すなわちＶＴＳ＿０１＿＠．ＶＯＢ５２な
いしＶＴＳ＿０９＿＠．ＶＯＢ６２を記録しておき、他方、第２ＤＶＤ１２には、タイト
ル＃１およびタイトル＃９の再生に必要な再生制御情報、すなわちＶＭＧ、ＶＴＳ１およ
びＶＴＳ９のファイルシステム情報と、その論理構造（ＶＩＤＥＯ＿ＴＳ．ＩＦＯ４１、
ＶＴＳ＿０１＿０．ＩＦＯ５１およびＶＴＳ＿０９＿０．ＩＦＯ６１）を記録しておく。
なお、暗号化情報であるタイトルキーについても、購入したタイトルのみ、第２ＤＶＤ１
２に記録されている。
【００２８】
　図４は、再生システム１０のブロック図である。再生システム１０は、機能的には、Ｄ
ＶＤプレーヤー１３を構成する読取部６１、再生処理部６２およびシステム制御部６４と
、出力モニター１３を構成する表示部６５とを備えている。
【００２９】
　読取部６１は、第１ＤＶＤ１１および第２ＤＶＤ１２からデータを読み取るものである
。すなわち、第１ＤＶＤ１１および第２ＤＶＤ１２をそれぞれ回転させるスピンドルモー
タ、データ読み出しのためのピックアップ、これを移動させるトラッキングモータ、およ
び各モータを制御するサーボシステム等で構成されている。
【００３０】
　再生処理部６２は、読み取られたデータの復調、タイトルキーによる暗号解読、および
ＭＰＥＧ等で圧縮されたデータのデコーダ等を行っている。そして、デコードされた映像
信号が、表示部６５に出力される。システム制御部６４は、例えばＣＰＵで構成されてお
り、システム全体の管理および制御を司っている。
【００３１】
　なお、請求の範囲における再生手段は、主に読取部６１および再生処理部６２により構
成され、取得手段は、主に読取部６１により構成され、選択手段は、主にシステム制御部
６４および表示部６５により構成され、判別手段は、主にシステム制御部６４により構成
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され、報知手段は、主に表示部６５により構成されている。
【００３２】
　図５は、再生システム１０における一連の再生処理を示すフローチャートである。まず
、ユーザにより、第２ＤＶＤ１２がＤＶＤプレーヤー１３に装填（ローディング）される
と（Ｓ１１）、読取部６１は、再生制御情報を読み取る（Ｓ１２）。これにより、タイト
ル＃１およびタイトル＃９の再生に必要な再生制御情報を取得する。その後、ユーザによ
り、第２ＤＶＤ１２に代えて第１ＤＶＤ１１が装填（ローディング）される（Ｓ１３）。
続いて、表示部６５は、選択メニューを表示する（Ｓ１４）。システム制御部６４は、こ
の選択メニュー上で、ユーザの指示に基づいて、再生するタイトルを選択する（Ｓ１５）
。
【００３３】
　次に、システム制御部６４は、選択されたタイトルを再生するための再生制御情報（選
択対象制御情報）が、取得された再生制御情報に含まれているか否かを判別する（Ｓ１６
）。例えば、ユーザにより、タイトル＃１の再生が指示された場合には、その再生制御情
報が、取得された再生制御情報に含まれていると判断し（Ｓ１６；Ｙｅｓ）、取得された
タイトル＃１の再生制御情報およびタイトルキーに基づいて、再生処理部６２が、復調、
暗号解読およびデコード等のデータ処理を行い、再生を開始する（Ｓ１７）。また、ユー
ザにより、タイトル＃２の再生が指示された場合には、その再生制御情報が、取得された
再生制御情報に含まれていないと判断し（Ｓ１６；Ｎｏ）、表示部６５は、タイトル＃２
は購入されていない旨の警告を表示する（Ｓ１８）。
【００３４】
　以上のように、本実施形態の再生システム１０によれば、第１ＤＶＤ１１に記録された
９タイトルのうち、対応する再生制御情報が第２ＤＶＤ１２に取得可能に記憶されたタイ
トル＃１およびタイトル＃９のみ、再生が可能となる。したがって、９タイトル分の再生
制御情報のうち、タイトル＃１およびタイトル＃９にそれぞれ対応する再生制御情報のみ
を取得可能に記憶した第２ＤＶＤ１２を用いることで、９タイトルのうち、タイトル＃１
およびタイトル＃９の再生を可能とすると共に、残りのタイトル＃２～タイトル＃８の再
生を確実に制限することができる。
【００３５】
　また、再生制御情報に有効期限を設定するようにしてもよい。すなわち、第２ＤＶＤ１
２には、再生制御情報の有効期限を示す期限情報が記録されている。そして、読取部６１
は、その期限情報を、再生制御情報と併せて取得する。システム制御部６４（期限判定部
）は、期限情報に基づいて、再生制御情報が、有効期限内であるか否かを判定する。そし
て、再生制御情報が有効期限外であると判断された場合には、再生処理部６２は、タイト
ルを再生しないようにする。なお、有効期限は、タイトル毎（コンテンツ毎）に設定して
もよい。
【００３６】
　この再生システム１０は、ビデオレンタルシステムに応用することができる。例えば、
顧客がレンタルショップに行き、シリーズものの映画の全体タイトルのうち、まずは第１
話のみを借りることにしたとする。レンタルショップは、その顧客に対し、シリーズもの
の映画の全体タイトルの実データが記録された第１ＤＶＤ１１を顧客に渡すと共に、顧客
が持参した（あるいはショップ所有の）第２ＤＶＤ１２に対し、全タイトル分の再生制御
情報のうちの第１話（タイトル＃１）の再生制御情報のみを記録し、これを顧客に渡す。
顧客は、自宅のＤＶＤプレーヤー１３により、第１話のみを視聴することができる。そし
て、顧客が、引き続き第２話も借りたくなった場合には、再びレンタルショップに行き、
第２ＤＶＤ１２に第２話の再生制御情報を記録してもらう。つまり、第２ＤＶＤ１２をア
ップデートする。このため、第２ＤＶＤ１２は、記録書換可能型のものが好ましい。
【００３７】
　特にこのビデオレンタルシステムにおいては、上述したように、再生制御情報の有効期
限（例えば３日間）を設定しておくことが好ましい。これによれば、顧客に対し、第１Ｄ
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ＶＤ１１および第２ＤＶＤ１２の返却を促すことができる。
【００３８】
　また、本実施形態では、再生制御情報が読取り可能に記憶される情報源として、第２Ｄ
ＶＤ１２を用いたが、メモリカード等の他の記録媒体を用いてもよい。さらに、インター
ネットを介してＷｅｂサーバから再生制御情報を取得（ダウンロード）するようにしても
よい。この場合、取得手段は、インターネット接続インターフェースにより構成される。
【００３９】
　さらに、再生対象となるコンテンツとしては、映画に限られるものではなく、例えば、
百科事典の各記載項目であってもよい。すなわち、第１ＤＶＤ１１には、百科事典の全記
載項目の実データを記録しておき、ユーザの指示（購入）に基づいて選択した記載項目の
再生制御情報を、サーバからダウンロードするようにする。これによれば、ユーザは、再
生したい記載項目についてのみ、再生制御情報を購入すればよい。つまり、百科事典全体
を購入する必要がなく、安価に百科事典を利用することができる。

【図１】 【図２】
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